
  

 

 

 

 

ニュースレター第 2号をお届けいたします。 

毎号カフェ責任者の樋野先生のお言葉と、スタッフのリレー投稿となります。 第 2号はスタッフの大弥佳寿子が 

担当いたします。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCC メディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第２号                    

2023年2月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

『行動する人間』&『ぶれぬ大局観』の学び 

 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

       

 

2023年 2月 25日『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴いた。【樋野先生

の講話、各グループに分かれてカフェ開始、樋野先生個人面談、各グループの感

想、まとめ発表、樋野先生の統括、スタッフミーティングとなります。】のスケジ

ュールであった。 今回は、静岡県浜松市から医師も参加されていた。 筆者は、4

人の個人面談の機会も与えられた。 また、OCCカフェ ニュースレター『賢明な寛

容:the wise patience』創刊号が配布された。 早速、【「皆様との OCCカフェ、感

謝のひとときです。 皆様と一緒にカフェを開催でき嬉しいです。 来月も、よろし

くお願いいたします。」、「お茶の水のカフェの意義を、いつも、スタッフ会で教え

られており、感謝な一時でした。 ニュースレターも好評でした。」、「OCCカフェは

カフェの原点ですね。 皆様と共に過ごせる時間は本当に豊かなひと時です。」、「素

晴らしい講話と質問に丁寧にお答えくださり有難う御座いました。 伊香保温泉の

365段、不連続の連続性、印象に残りました。―― ニュースレター創刊号の『多様

性のある居場所の教訓』の 5ヶ条興味深く思いました。」】との心温まる励ましのメ

ールを頂いた。 ニュースレターは、月１回の発行で、今回、第 2号が決定され

た。『行動する人間』&『ぶれぬ大局観』のモデルとして【内村鑑三(1861-1930) & 

新渡戸稲造(1862-1933)】をさりげなく語った。 大変有意義な充実した『お茶の水

メデイカル・カフェ in OCC』の時であった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の大学病院のほかに多くの病院を有する御茶ノ水の街はメディカルタウンであり、

駅から徒歩数分の場所に「お茶の水メディカル・カフェ in OCC」があります。御茶ノ水は

東京駅からのアクセスも良くコロナ禍以前は関東近辺だけでなく全国各地の遠方からも参

加のあるカフェでした。 

2月のカフェにも静岡県浜松市より樋野先生の著書を読まれた方が「がん哲学外来カフェ」

の活動に共感され、カフェをはじめるにはそれが実際どのような場なのかを体感したいと

のことで参加されました。偶然同じテーブルを囲んだ私たちは自己紹介や近況を話した後、

その方の熱心な想いに耳を傾けました。 

「苦悩される方にとって安堵の場が増えるといいですね」、「『がんと生きる言葉の処方箋』

という映画をご覧になったことがありますか。まだでしたら DVD を持っていますので送り

ます」、「カフェ開設の手続きはがん哲学外来のホームページに掲載されていますよ」、「私

もカフェをしています。何かありましたらご連絡下さい」等々、カフェが終わる頃には次々

と「偉大なるお節介」が寄せられ、近い将来、また一つ頑丈であたたかなカフェが生まれ

るのを確信しました。 

人生の邂逅の三大法則は「良き師、良き友、良き読書との出会い」です。良き出会いが

もたらしてくれる贈り物を携えて継続していくことの大切さを改めて感じた 2 月の「お茶

の水メディカル・カフェ in OCC」でした。   スタッフ：大弥佳寿子 

 


